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 一人一人の児童に応じた基礎的・基本的な学習及び
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岐阜県算数コンテンツ情報共有化プロジェクトは，一人一人の児童の実態に応じた学習が実現できるよ

う，個に応じた教材や e-Learning の開発と支援の在り方の研究を行っている。練習問題，確かめ問題，

チャレンジ問題を同一画面で提示し，自己評価と学習履歴を登録でき，学校や家庭から児童・教師・保

護者が利用できる幼・小・中・高等学校の学習の連続に配慮した e-Learning を開発し，実証実験を行っ

た。 
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１. はじめに 

算数の学習は，一人一人の児童が興味・関心を

持って学校や家庭での学習に取り組み，基礎的・

基本的な内容の確実な定着が大切である。また，

算数の学習は，基礎的・基本的な内容を十分に習

得した児童が興味・関心を持って，さらに発展的

な学習に取り組めることも大切である1)。これま

で，「楽しく学ぶ算数・数学プロジェクト」2)は，

児童一人一人の実態に応じた学習が実現できるよ

う，発展的な学習や補充的な学習など個に応じた

指導のための教材の開発や個に応じた指導のため

の指導方法の研究を行ってきた。「楽しく学ぶ算

数・数学プロジェクト」において，小学校算数の

実践研究を担当している岐阜県算数コンテンツ情

報共有化プロジェクト（以下，本プロジェクト）

は，これまでの成果を生かし，課題を解決するた

めに，①さらに児童１人１人の実態に応じること

のできるＷｅｂ教材の改善・充実，②幼稚園から

高校生までの１２年間を網羅する e-Learning の

開発，③これらを活用した実践と評価，の 3 つを

行ったので報告する。 

２. 実施内容 

服部らは 3)，ネットワークを活用して児童生徒

の学校と家庭での学習を結びつけ，学校や家庭か

らＷｅｂ上のドリル教材や e-Learning を活用す

ることで，児童生徒の学校や家庭での学習に教

師・保護者がほぼ毎日関わることができ，ほとん

どの児童生徒の学習意欲が高いまま持続され，児

童生徒の算数・数学への自信が増し，学習時間が

増えると報告している。また，益子らは 4)，上記

の成果は，集団で分散的に教材を開発・利用する

こと，教材を自由に検索できる仕組みを提供する

こと，ネットワークを通じて児童生徒が個別の学

習を展開できることという本プロジェクトの仕組

みと，教材運用知識の共有化からきているとして

いる。 
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本プロジェクトは，平成１３年度より Web 教材

や e-Learning を提供するシステムを運営してい

る。本プロジェクトは，平成 14 年度より小学校，

平成 15 年度より中学校のドリル教材をコンテン

ツとした LMS(Learning Management System)

を稼働させている。現在，県内の 10,000 人を超え

る児童生徒が本システムを利用しており，児童生

徒は１年以上に渡って学校や家庭から Web 教材

（ドリル問題）や e-Learning 用の評価問題を活用

している。この間，本プロジェクトは，児童生徒

や教師，保護者の利用状況調査や意識調査を行っ

てきた。その結果，ほとんどの児童生徒は高い学

習意欲を保持していることと，多くの児童生徒は

発展的な問題の充実を臨んでいることがわかっ

た。また，教師は，本システムが児童生徒の実態

にあった教材を提供できると感じていることと，

もっと簡便な方法での学習履歴の利用を望んでい

ることがわかった。また，システムの管理面では，

問題数が増えるにつれ，児童生徒が充実感・達成

感を得られるよう，かつ，児童生徒が必要とする

問題を素早く選択できるよう，問題の精選・充実

と適量の問題をわかりやすく提供する仕組みが必

要であることがわかった。さらに，中学生が小学

校の問題を復習のために利用する機会が多いた

め，独立して運用してきた小学校用と中学校用の

e-Learning 間の教材・評価問題・学習履歴等の連

続性と同期が必要であることがわかった。 

そこで，本プロジェクトでは，これらの成果を

生かし，課題を解決できるよう，教材開発やシス

テム改善等を実施することにした。具体的には次

のことを行った。 

・児童の実態に即した教材として基礎的・基本的

な問題の精選・充実を図るとともに，発展的な

内容の問題を充実する。 

・幼稚園，小学校，中学校，高等学校の問題を統

合的に扱えるよう，これまでに開発した階層的

な学習項目に従って，各問題にコードを付与し，

岐阜大学のオブジェクト指向 DBMS(SIS-TEM

Ⅳ)で管理する 5)。 

・印刷して利用するドリル教材と e-Learning で利

用する評価問題を一覧表として提示し，実施・

回答・正誤等の実施状況，自信・再挑戦等の自

己評価を学習履歴として保存し，一覧表として

児童生徒に提供する。 

・「分かる授業」の実現のために，ドリル教材や児

童生徒の自己評価を含む学習履歴の活用方法と

これらを効果的に位置づけた活用事例を収集・

公開する。 

・小学校を中心に実証実験を行い，意識調査や学

習履歴，観察から一人一人の実態をつかみ，適

切な支援の方法について提案する。 

・大学，岐阜県教育委員会，教師からなる組織に

より，問題作成，システムの構築，実証実験，

評価などを行う。 

上記のことを行うため，本プロジェクトは，大

学，教育委員会，教師，企業から成る研究組織を

編成し，研究組織内に，全体会，教材作成検討部

会，実践授業評価部会，企画運営部会を設置した

（図１）。 

 
図 1 組織 
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３. システム開発 

本プロジェクトは，これまで小学生の発達段階

にあわせた表記やアイコン，操作性等を持たせた

小学校用の e-Learning6)と，企業研修などを目的

に開発された e-Learning（Internet Navigware）

に中学生用のインターフェース，ドリル教材，評

価問題，自己評価入力機能等を追加した中学校用

の e-Learning7)を開発し，運営している。今回，

本プロジェクトは，校種間の学習履歴の継続性と

校種間を超えた問題の検索を可能とするための方

法を検討した。その結果，児童生徒の操作性，学

習効果，開発期間，開発コストの観点から，現在

運営している小学校用と中学校用 e-Learning の

データベース間の同期をとる方法ではなく，幼稚

園から高等学校までの１２年間を対象とした

e-Learning を新たに開発することにした。本プロ

ジェクトは，開発にあたって現在運営している

e-Learning や 教 育 委 員 会 が 運 営 し て い る

e-Learning 等の利点を引き継ぐとともに，練習問

題と確かめ問題，チャレンジ問題を同一画面に表

示・利用できるシステムとした（図２，図３）。現

在運営しているシステムは，練習問題を Web 教材

（ドリル教材）として提供し，評価問題を

e-Learning で提供している。練習問題は，ＩＤ，

パスワードの入力を必要とせず，どこからでもド

リル教材を利用できるようになっている。一方，

今回開発するシステムは，校種間を超えた利用に

あわせて e-Learning の問題選択画面で練習問題

と確かめ問題，チャレンジ問題の全てを選択でき

る仕様とした。小学校のみ，中学校のみで利用す

るシステムと幼稚園から高校までを扱うシステム

を用意することで，小中連携，中高連携等，学校

のニーズ等に合わせた２種類の e-Learning を学

校ごとに選択できるようにした。 

 
図２ e-Learning 学年選択画面 

 
図３ e-Learning 問題選択画面 

４. おわりに 

本プロジェクトは，教材開発と並行してシステ

ム開発を行い，開発した教材やシステムを活用し

て県内の小学校で実証実験を行った。実証実験か

ら次のことが分かった。 

○学校での指導 

学習履歴を収集することにより，教師は児童が

学校や家庭で行った学習の様子を早期につかむこ

とができ，教師は児童の学習履歴や児童のノート

などを参考にして，一人一人の児童の実態に応じ

て支援を行うことができる。 

○家庭での学習 

学習履歴を収集することにより，保護者は児童

が学校や家庭で行った学習の様子をつかむことが
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できる。保護者は学習履歴や児童のノートなどか

ら，児童のつまずきをみつけて，児童に助言した

り，教師と連絡をとったりすることができる。 

○学校と家庭間の連絡 

教師や保護者は学習履歴から児童の学習の様子

をつかむことができるため，つまずいている児童

を早期にみつけることができ，教師と保護者は必

要に応じて連絡を取り合うことができる。学校と

家庭との連絡を密にとれるため，教師や保護者は

児童に必要な支援を効果的に行うことができる。

また，学校と家庭で連続した指導や支援を受ける

ことができるため，学習内容が十分に定着してい

ない児童は基礎的な学習内容の定着を図ることが

でき，基礎的な学習内容が定着している児童は児

童の興味や関心に応じた発展的な学習を行うこと

ができる。 

児童が学校の休み時間や放課後に自主的に学習

を行い，分からない問題については「せんせいに 

おしえてもらう」ボタンで教師に連絡することが

できる。教師は早期に児童の要求を知り，児童に

適切に対応できる。 

○児童の学習意欲の向上 

児童が解いた問題は，問題番号にアイコンが付

加される。解くことができる問題がアイコンによ

り視覚的にとらえることができ，解ける問題が増

えていくことで，児童の意欲化につなぐことがで

きる。また，児童の自己評価を登録でき，後から

復習したい問題やできた問題を視覚的に捉えるこ

とができる。保護者からも児童の学習の実績が視

覚的に分かりやすく示されるため，保護者から児

童への「認め」「励まし」につなぐことができる。 

 

これらの成果は，実証実験の期間が短いため，

今後継続して検証する必要がある。また，現在本

システムに搭載している教材は小学校のみであ

る。本プロジェクトの目的は，K12(Kindergarten

から第 12 学年まで)の算数・数学教育を支援する

ことである。したがって，本プロジェクトは，今

後，中学校・高等学校の教材をシステムに搭載す

るとともに，実践事例の追加・公開を行い，実証

実験を継続する予定である。 

 

本研究の一部は，平成１６年度文部科学省教育

情報共有化促進モデル事業の成果である。 
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